
長崎大学教育学部紀要 一自然科学- N0.71,1-10(2004.6)

韓国済州島におけるハマボウとハマナツメの分布と生態

中西 弘樹1･金 文洪2･金 哲沫3

1長崎大学教育学部生物学教室;2済州大学校自然科学大学生命科学科;3済州道山林環境科

(平成16年 3月15日受理)

DistributionandecologyofHibiscushamaboand
PaliurusramosissimusinJejuIsland,Korea

HirokiNakanishil･MoonHongKim2･ChulSooKim3

1BiologicalLaboratory,FacultyofEducation,NagasakiUniversity;2DepartmentofLifeSciences,

CollegeofNaturalSciences,ChejuNationalUniversity,Korea;3EnvironmentalForestDepartment,

JejuProvincialGovernment,Korea

(reaceivedMar.15,2004)

Abstract

DistributionandecologyofHibiscushamaboSieboldetZucc.(Malvaceae)andPaliurus

ramosissimus(Lour.)poiret(Rhamnaceae)whicharesemi-mangroveplantwereinves-

tigatedinJejuIslandofKoreawhereisthenorthwesternmostdistributionareaofthese

species.H.hamaboisrestrictedoneasternsideandP.ramosissimusisonwesternand

easternsidesoftheisland.UnlikeinJapan,thesespeciesgrowonbasaltofthelavacoast.

H.hamabocommunityandP.ylamOSissimuscommunitywerephytosociologicallystudied.

H.hamabocommunitywascomposedalmostonlybyH.hamaboandwassmallerinheight

thantheoneinJapan.P.ramosissimuscommunitywasconstantlyassociatedwithP.

ramosissimus,MacluratricuspiddtaandSageretiatheezans.Thesespecieshaverelatively

small,hard,leatherydrought-resistantleaves.Thiscommunitymaybeattributedtoanew

association.Thefruitsize,numberofseedsperfruitandseedweightofH.hamabowere

measuredandcomparedwiththoseinJapan.

Keywords:distribution,Hibiscushamabo,JejuIsland,Paliurusramosissimus,semi-

mangroveplant

はじめに

ハマボウ HibiscushamaboSieboldetZucc.(アオイ科)とハマナツメPaliurusramosisI

simus(Lour.)poiret(グロウメモ ドキ科)は内湾や入江の岸,海跡湖岸,あるいは海流

が流入する河川の下流部や河口域に生育する落葉低木で,それらの日本における分布や生

態はハマボウについて中西 (1979),Nakanishi(1985),ハマナツメについて中西
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(1981)Nakanishi(1985)があり,両種は東アジアで最も北に分布する半マングローブ植

物と考えられている (Nakanishi1985)0

ハマボウとハマナツメが韓国済州島に分布することは中井 (1914)が記録して以来,日

本中南部と済州島に分布することはよく知られてきた (大井1965;北村 ･村田1971)｡し

かし,済州島における生育状況,すなわち産地の数,個体数,群落の種組成などよく知ら

れてこなかった｡一方,これらの植物は埋め立てや護岸工事などで生育地が消滅し,生育

地が減少している｡日本ではハマボウは絶滅危倶種に指定されていないが,各県のレッド

データブックでは分布しているほとんどの県で絶滅危倶種あるいは準絶滅危倶種に指定さ

れており,国レベルでも絶滅危供ⅠⅠ類,あるいは準絶滅危倶種に相当するものと考えられ

る｡ハマナツメは絶滅危倶IB類に指定されている (環境庁自然保護局野生生物課2000)0

韓国ではハマボウもハマナツメも絶滅危機種 (Endangeredspecies)に指定されている

(環境虞1994)｡したがって,現時点で生育地の状況を記録しておくことは意義があると

考えられる｡

本研究は済州島におけるハマボウとハマナツメの生育状況を明らかにすることと,これ

まで明らかにされてきた日本における生態と比較する目的で行なった｡また,筆者らの一

人中西はハマボウの繁殖生態について研究を進めているが,調査時はハマボウの果実が熟

す時期であったので,済州島のハマボウ個体群の特徴を明らかにするために,果実と種子

の形態等について調べ,これまでデータが得られている長崎県の資料とを比較した｡

地理的環境

済州島は朝鮮半島南端部から南へ約80km,九州本土から西へ約250kmの東シナ海北部に

あり,東西73kn,南北31knの楕円形をした島で (Fig･1),面積1,825h丘である｡緯度的に

は九州本土北部とほぼ同じで,北緯33010′～35′に位置する｡気候は対馬暖流の影響を受

けて温暖で,島内低地の年平均気温は15.0℃から15.8℃,最寒月の 1月の平均気温は4.8℃

(城山)から6.0℃ (西帰浦)で,南側地域が他の地域に比べて0.8-1.2℃暖かい (金ほ

か1994)｡低地での年間降水量は1239-1713mmで,島の南と東で多く,西部で少なくなっ

ている (金ほか1994)0

調査方法

調査は2003年9月6-8日の3日間,済州島の海岸を一周し,ハマボウとハマナツメの

生育地を調べた｡各地の生育状況を把握するために,生育地の立地と地形,株数,高さな

どを記録した｡群落を形成している所ではBraun-Blanquet(1964)にしたがって,植生

調査を行なった｡また,ハマボウ個体群の繁殖特性を明らかにするために,果実を多数つ

けている個体を選び,一個体から10個以上の果実を採集し,研究室に持ち帰ってその大き

さ (Fig.2)をノギスを使って測定した.また,見かけ上正常な果実の中の種子 (腔珠)

数は,熟した種子と未熟種子の数をかぞえ,それらをたしたものとし,さらに結実率は全
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Fig.1,MapshowingthelocalitiesofHibiscushamabo(a)andPaliurusramosissimus(b).

NumeralsonthemaprefertothenumberofthelocalitiesshowninTable1andthetext.

体の種子数に対する熟した種子の割合で示し

た｡各地区から集めた200個以上の熟した種

子について100個あたりの種子重を電子天秤

を使ってそれぞれ2回測定し,平均値を求め

た｡

3

Fig.2.MeasuredpartoffruitofH.hamabo.

結 果

各地の生育状況

確認した生育地をFig･1の中に示した｡ハマボウは6カ所で生育地を確認したが,東

部に限られていた｡それに対してハマナツメは西部に2カ所,東部に4カ所の合計6カ所

に生育していた｡以下に各地の生育状況について述べる｡調査地番号はTablelとFig.1
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Table1.Hibiscetumhambo
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Columnnumber

Locality

Heightofshmblayer(m)

Coverageofshrublayer(%)

Heightofherblayer(cm)
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の中の番号と一致する｡

1･日課Ilgwa

この地区は済州島で最もハマナツメの個体が多 く,溶岩海岸の傾斜部に幅 5m,長さ約

20mに渡って群生している所もある (Fig.3-a)｡群落高は約1.5mで,ハマナツメの他,

クロイゲ,ハリグワなどの刺が発達した低木が特徴的に出現している｡

2･新昌 Schinchang

この地区の溶岩海岸は複雑に大きく落ち込んだ部分が多く,そこは海水または半かん水

が溜り,大きなタイドプール状になっている｡ハマナツメは計 8株生育しているが,いず

れもその落ち込んだ部分の下部に生育している｡高さは約1.5mで,根元から多数の細い

幹が出ているが,多くの株で下部へ横臥した幹が出ている｡

3.金寧 Kimnyeong

ハマナツメの生育地は溶岩海岸の窪地の下部である｡その窪地の底部は淡水が溜り,宿
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Fig,3.Paliurusramosissimuscommunity(a)inIlgwaandHibiscushamabocommunity(b)inHado.
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地となっている｡しかし,海に近い部分は低 く,高潮時には海水が流入するものと思われ

る｡沼地はシロバナサクラタデ群落となっており,その周辺にはジャヤナギ (あるいはコ

ウライヤナギ)の低木林とそれに接して海に近い部分はハマナツメが生育している｡ハマ

ナツメは10-15株が生育している｡

4･月汀 Woljeong

およそ2×5m2の大きさのハマボウ群落が溶岩海岸の傾斜地に発達している.群落高は

約1.5mと低い｡

5.下道Hado

ハマボウは溶岩海岸の入江の岸に点在し,所々群落を形成している｡成木は約50株,小

さな株を含めると約100株が生育している｡生育地の土壌は発達が悪 く,群落は高いもの

で2.5m,多くは2m以下で,樹種としてはハマボウのみが生育し,ハマウドがまばらに

生育している (Fig.3-b)0

6.吾照Ozo

溶岩海岸の湾となり,さらに小さな入江が多数みられる複雑な海岸線となっており,ハ

マボウはそれらの岸に群生している｡一部は海岸の照葉樹林の縁やクロマツ林のマント群

落として発達しており,土壌が発達しているため,ハマボウの高さは約2.5mと他の地区

のものより大きい｡照葉樹林と共に済州道の天然記念物として指定されている｡ハマボウ

の個体数は100株と多い｡

7･温坪Onpyeong

溶岩の岩礁地帯で,海岸線は単調であるが,海岸は凸凹が激しい｡ハマボウは溶岩の傾

斜地に点在している｡高さは約1.5mで,約50株が見られる｡

8.表善東 easternPyoseon

溶岩海岸は内陸側は平坦であるが,海側で急傾斜地となっており,その斜面下部にハマ

ボウが上部にハマナツメが生育している｡ハマボウは4株が生育しており,いずれも高さ

2m以下である｡

9.表善西westernPyoseon

海岸の傾斜はなだらかで,海岸線ははば直線的に走っている｡ハマボウは汀線に平行に

点在し,所々群生している｡最大の群落は20株ぐらいから成る｡

10･泰興 Taeheung

ハマナツメは海岸線近 くの道路の縁の窪地に生育し,高さ約5mで,3株が生育してい

る｡もとは海岸線であったものが,道路建設や埋め立てなどで,現在は海からの影響は全

くない｡

群落の種組成

ハマボウ群落について4地区から6つの植生資料を得ることができ,結果をTablelに

示した｡ハマボウ1種が優占し,それ以外の常在種はなく,へクソカズラ,センニンソウ

などのつる植物やススキがまばらに生育するだけである｡平均出現種数は1-8種と幅が

あるが,出現種数の多い調査区は群落の面積が小さいために隣接した海岸草本群落から侵

入した種群やつる植物が生育しているもので,ハマボウ群落に結びつく種ではない｡

ハマナツメ群落は3地区から7つの植生調査資料を得ることができ,結果をTable2に
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示した｡群落高は,1.5-2.5mで,ハマナツメが優占し,スイカズラ,セソニソソウ,ハ

マへクソカズラなどのつる植物や,ハリグワ,クロイゲも出現頻度が高い｡出現種数は 5

-11種である｡群落はふつう塊状に小面積のものが点在している程度であるが,日課では

約100nfのものが見られた｡ハマボウ群落と隣接しているものは,その斜面上部にハマナ

ツメ群落が発達していた｡

Table2.PaliurusylamOSissimuscommunity

Columnnumber

Locality

Heightofshrublayer(m)

Coverageofshrublayer(%)
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果実と種子

3地区から4個体のハマボウについて12個ずつの果実を採集することができ,各個体の

果実の長さと直径の平均値を求めた (Figs･4,5)｡長さ,直径とも最も大きいものは,

下道Ib個体であり (長さ29.0mm,直径16.2mm),月汀の個体は最も小さく (長さ22.9mm,

直径13.4m),t検定の結果､他の産地の個体と有意に差があった｡月汀の個体以外は,

比較のために示した日本の多良見個体群とほぼ同じ大きさであった｡

各地の種子数 (旺珠数)と種子重の平均値をFigs.6,7に示した｡種子数は月汀の個

体 (平均45.7個)を除いて,日本の多良見個体群も含めて52.8-54.0個の間にあり,ほぼ

同じ数であった｡100個あたりの種子重は月汀の個体 (1773.7mg)を除いて,いずれも1900

喝以上で,ほぼ同じであった｡結実率の平均は月汀が45.3% (12.8-78.7%,n-10),下

追-bが70.1% (30.2-98.1%,n-9),吾照が48.8% (28.6-71.4%,n-6)であった｡
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考 察

分布と生育立地

Fig.1に示したようにハマボウとハマナツメは島の西側と東側に限られていた｡南側

と北側に分布していないのは,南側が崖地となっており,適した生育立地がないからであ

り,北側は冬期の季節風による波浪の直接的な影響のため,ハマボウやハマナツメの生育

に適した立地ができないものと考えられる｡またハマボウが西側に生育していないのは,

雨量が少ないためと思われる｡後述するように溶岩海岸に生育しているために,立地は乾

燥しやすく,雨量が少ないことはそれだけ生育をきびしくしている｡日本においてもハマ

ボウはハマナツメよりも湿った立地に生育している｡

済州島は火山島であり,島全体が主として玄武岩でできており,海岸は溶岩海岸となっ

ている｡したがって,ハマボウとハマナツメの生育立地は,日本におけるものと全く異な

っていた｡ただし,例外的に長崎県福江島では溶岩海岸にハマボウ群落が発達していると

ころがあり,相観的には済州島のハマボウ群落と類似している｡この2種はいずれも海流

によって散布される (Nakanishi1985)｡玄武岩の表面は凸凹が多く,漂着物などの分解

したものが堆積し,土壌ができあがると,そこに打ち上げられた種子は定着することがで

きるであろう｡

群 集

調査されたハマボウ群落は生育立地は異なるものの,ハマボウ1種が常在的に出現し,

優占した純群落であり,日本と同じハマボウ群集 (HibiscetumhamaboNakanishi1979)

と同定される｡ハマナツメ群落は,日本でははば純群落をなしているが,済州島の群落は

つる植物のほか,低木であるクロイゲ,ハリグワの出現頻度が高く,明らかに異なる群集

である｡ハマナツメ-クロイゲ群集 (仮称)としておきたい｡ハマナツメ,クロイゲ,ハ

リグワはいずれも棟のある植物で,葉は革質またはそれに近い硬い菓質をしている｡これ

は長崎県福江島の溶岩海岸で記録している (中西 1983)クロイゲ群落と相観的に類似の

群落である｡溶岩海岸という土壌の発達が悪 く,乾燥した立地に適応した群落といえる｡

果実と種子

果実の大きさや 1果実中の種子数,種子重のいずれも月汀個体を除いて,長崎県多良見

と比較して有意な差はなく,済州島のハマボウの個体群が日本のものと遺伝的に大差がな

いことを示している｡月汀個体だけは果実が小さく,1果実中の種子数も種子数も少なく,

種子重が軽かった｡これが遺伝的な差によるものか,生育立地が悪いためかは不明であり,

今後花の形態も含めて比較研究する必要がある｡

結実率が,各果実によって大きく異なるのは,訪花昆虫の影響によるものと考えられる

が,日本の長崎県各地で調査された結果と比較すると,全体に低 くなっている｡これは済

州島のハマボウが溶岩海岸に生育しており,周辺に森林がなく,二次的な草原が広がって

おり,訪花昆虫が少ないせいであろう｡
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